
 2024 年 11 月 11 日 

【日本ナレッジ・マネジメント学会・第 27 回年次大会】 

第 27 回年次大会実行委員長 学会理事 中鉢 欣秀 

 

〇大会テーマ  

「ナレッジ・マネジメントと AI の新局面～具体的な活用に向けて」  

 

〇開催概要 日時：2024 年 12 月 1 日（日） 9:20～17:10 （開場 9:00） 

開催方式：リアル会場と Zoom 配信のハイブリッドを予定  

会場：立教大学池袋キャンパス 11 号館 3 階 A304  

〒171-8501 東京都豊島区西池袋 3-34-1（最寄り駅 池袋駅） 

 

〇テーマ選定の背景と目的  

AI は、深層学習の進展・自己学習の能力・ロボティクスとの融合・創造性の追求・倫理と法

律の課題という点で新しい局面を迎えています。モダンな AI はインターネット空間に存在する

莫大なデータを自動的に収集し、機械学習により整理して人間がそれらを知識として活用できる

仕組みを提供します。当初、我々は生成 AI とはどのような技術なのかを一から理解することが

必要でした。その結果、朧気（おぼろげ）ながらも AI は我々の知識的活動のために大いに活用

できるツールだということが見えてきました。しかしながら、具体的な活用方法についてはさら

なる探求が必要です。 

そこで第 27 回日本ナレッジ・マネジメント学会年次大会では、「ナレッジ・マネジメントと

AI の新局面～具体的な活用に向けて」と題して、発展著しい AI 技術にどのように向き合い、人

間の知的生産活動に利用していくべきかを議論する場としたいと考えます。 

有識者の方々、学会メンバー、一般参加者の皆様とともに、考える機会としたいと思います。是

非、奮ってご参加くださいますようお願い申し上げます。 

 

総合司会 穂積 義剛（株式会社内田洋行） 

 

〇プログラム 9：00 開場 9：20 

開会挨拶：日本ナレッジ・マネジメント学会会長、IMD（スイス、ローザンヌ） 教授、一橋大

学名誉教授  

一條和生  

 

第1部 講演とパネルディスカッション  

【基調講演】9：30‐10：20 



 「エージェント AI によるナレッジ・マネジメント」 

講師：三宅  陽一郎氏  立教大学大学院人工知能科学研究科  特任教授 

 

【パネルディスカッション】 10：20‐12：00  

「ナレッジ・マネジメントと AI の新局面～具体的な活用に向けて」 

10:25 – 10:30 パネリストのご紹介  

10:30 – 10:45 発表：「生成 AI と現場知識のマネジメント」 

      内平 直志氏 北陸先端科学技術大学院大学 教授 

10:50 – 11:05 発表：「AI と人間社会の向き合い方」 

      和田 芳明氏 立教大学 ビジネスデザイン研究科 特任教授 

11:10 – 11:25 発表：「Microsoft 社の実践事例と生成 AI で変わる学びの世界事例」 

日本マイクロソフト株式会社 教育戦略本部 中田 寿穂 氏 

11:30 – 11:50 パネルディスカッション  

「ナレッジ・マネジメントと AI の新局面～具体的な活用に向けて」  

パネリスト：三宅 陽一郎氏、内平 直志氏、和田 芳明氏、中田 寿穂氏 

モデレーター：日本ナレッジ・マネジメント学会理事  

東京都立産業技術大学院大学産業技術研究科教授 中鉢欣秀 

11:50 – 12:00 パネルディスカッション・クロージング、記念写真撮影 

12:00 – 13:00 昼休み  

 

第２部 研究発表（自由論題）A トラック： 

会場 A304 トラック司会 穂積 義剛（株式会社内田洋行） 

13：00 – 17:00 （20 分報告＋10 分コメンテーター質疑＋10 分会場質疑）  

 

研究発表１（13:00 – 13:40） 

論題：「SECI モデル再考：小さく回す知識創造スパイラル」 

報告者: SECI 体感ラボ 大崎 功一氏、榊原 惇志氏 

司会・コメンテーター：村上修司（NPO 法人 SECI プレイス） 

 

研究発表２（13:50 – 14:30） 

論題：「ナレッジプロデューサーとしてのミドルマネージャー支援:MIMIGURI「知識創造室」

の事例の考察」 

報告者: 株式会社 MIMIGURI 瀧 知惠美氏、東京大学大学院情報学環 西村 歩様 

司会・コメンテーター：西原(廣瀬) 文乃（立教大学経営学部） 

 



研究発表 3（14:40 – 15:20） 

論題：「味の素ヘルシーサプライ(株)における C-Hub 推進活動のご紹介」 

報告者: 味の素ヘルシーサプライ株式会社 向井計都氏 

司会・コメンテーター：村上修司（NPO 法人 SECI プレイス） 

 

研究発表 4（15:30 – 16:10） 

論題：「部署横断的技術伝承を実現する動画活用モデルの提案-製薬企業における事例研究-」 

報告者: 北陸先端科学技術大学院大学 内平研究室(社会人学生)  上田 教弘氏 

司会・コメンテーター：西原(廣瀬) 文乃（立教大学経営学部） 

 

研究発表 5（16:20 – 17:00） 

論題：「信頼を媒介にした地域シェアリングの循環型ビジネスモデル」 

報告者: 高知工科大学 桂 信太郎氏、立教大学 西原（廣瀬）文乃氏 

司会・コメンテーター：荒木 聖史（元 NEC 通信） 

 

第２部 研究発表（自由論題）B トラック： 

会場 A301 トラック司会 清水 美也子（NPO法人 SECI プレイス） 

13：00 – 17:00 （20 分報告＋10 分コメンテーター質疑＋10 分会場質疑） 

  

研究発表 6（13:00 – 13:40） 

論題：「トランザクティブ・メモリ・システムを媒介とした他者理解による知識共有の促進」 

報告者: 香川大学大学院地域マネジメント研究科 佐藤 隆広氏、西中 美和氏 

司会・コメンテーター：中鉢 欣秀（東京都立産業技術大学院大学 産業技術研究科） 

 

研究発表 7（13:50 – 14:30） 

論題：「SF プロトタイピング web アプリケーションの各フェーズにおける議論分野の偏りに

ついて」 

報告者: 慶應義塾大学理工学部 馬込乃愛氏、大澤博隆氏 

司会・コメンテーター：西中 美和（香川大学大学院地域マネジメント研究科） 

 

研究発表 8（14:40 – 15:20） 

論題：「生成 AI 創作からイノベーションのための創発まで：慶應義塾大学サイエンスフィク

ション研究開発・ 

実装センターの取り組み」 

報告者: 慶應義塾大学理工学部 大澤 博隆氏 



司会・コメンテーター：西中 美和（香川大学大学院地域マネジメント研究科） 

 

研究発表 9（15:30 – 16:10） 

論題：「従業員の知識共有行動とウェルネス経営実践の関係性」 

報告者: 北陸先端科学技術大学院大学 渡邉 真知子氏、白肌 邦生氏 

司会・コメンテーター：植木 英雄（東京都立産業技術大学院大学研究所） 

 

研究発表 10（16:20 – 17:00） 

論題：「製品販売を通じた知識の移転：ヘアケア美容品企業の事例分析」 

報告者: 北陸先端科学技術大学院大学 山岸 未季氏、白肌 邦生氏 

司会・コメンテーター：植木 英雄（東京都立産業技術大学院大学研究所） 

 

閉会の挨拶 17:00~17:10 

 


